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コンビ゜ユーターによるピアノ指導の可能性

A　Possibility　of　Computer　Aided　Piano　Practice

根木真理子

Mariko　NEKI

（昭和59年7月31日受理）

1　はじめに

　教員養成大学における音楽履習学生の主たる目的の中には，将来小学校，中学校の教師とし

て，教育現場において歌唱教材の伴奏譜のない歌唱教材に簡単な伴奏を作曲したり，又は技術

的に難しい伴奏を自分で弾ける程度に編曲する能力を身につけることなどがある。

　教育養成大学において，音楽の指導にさける時間とスタッフ人員はきわめて限定されている。

又，学生の音楽的な能力低下と不適性な専攻方法は，ここ数年来，特に目立ってきている。こ

の様な指導者側，学生側の問題をかかえて効率的，効果的な教育方法が各方面で探索されてい

る。かかる目的達成のために静岡大学では，昭和45年8月全国に先がけML（Music

Laboratory）を導入し，音符が読めない，リズムがとれないといった様な音楽的にほとんど

無知な学生の指導に効果をあげてきた。

　近年，マイクロエレクトロニクスの進歩は著しく，MLのような電子オルガンに続き，エレ

クトーン，シンセサイザーそして廉価小型コンピューター内蔵の楽器などが続々と発表されて

おり，さらにパーソナルコンピューターを応用した演奏，作曲，編曲に関するさまざまなソフ

トプログラムが開発され，MIDI等のインターフェイスを通じて，コンピューターと電子楽器

の接続も可能になってきている。

　この様なコンピューター化の時代においてMLを越えた音楽システムを探索し，積極的に音

楽教育に活用していくことが必要であるが，教育の基本的考え方は，機械におぼれることなく

全人間的教育であることの理解の上に成りたつものであることは言うまでもない。

　皿　コンピューターを器楽教育に活用する際の基本的な考え方

　MLの活用における主目的は，今まで楽器に触れたことのない学生が，実際に楽器に親しみ

鍵盤を通じて音を出し，耳で聴くこと及び集団で学習することにより，アンサンブル等の感覚

を養うことである。しかし，このような器楽教育におけるねらいは，極めて初歩的な段階にす

ぎない。これに対して，コンピューターを活用した器楽教育のねらいは，上記のような初歩的

音楽教育もさることながら，コンピューターの助けを借りて，ピアノそのものに実際にふれな

がら音楽的感覚や，演奏技術を向上させることにある。

　周知の様に，器楽演奏技術の習得は一朝一夕にして成るものではなく，長年器楽と悪戦苦闘
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して体得する性格が強いが，コンピューターを補助的手段として活用することにより，短時間

で効率のよい学習成果を期待しようとするものである。

　ピアノ演奏技能の習得にあっては，ピアノ鍵盤の幅，位置，重量感をそのまま指を通じて体

得することが重要であり，その為にはキーボードは実際のピアノと同じ構造になっていること

が好ましく，エレクトーンなどのキーボード楽器では物足りない。

　又，習得の際に必要なもう一つの要素は，ピアノ演奏における音は，空間と体を通して感じ

られる重量感を持つものであるということである。最近ではシンセサイザーの著しい進歩によ

り，従来は軽んじられていた音の立ちあがり，減衰，時間的な変化（エンペロープ），サステ

ィーン，ボルタメント等において種々の工夫がなされるようになり，シンセサイザーによって

シュミレートされた音を合成することも可能になってきている。しかしながら，それらの音は

いわゆる電子音であって，時に1000万円以下のシンセサイザーでは，ヒ゜アノ音に近い音のシュ

ミレーションはまず不可能である。

　そこで，ピアノそのものにコンピューターを付け加えることによって，ピアノという楽器の

持っ音楽的な良さと，コンピューターの持つ無限の可能性を直結することが考えられはじめて

いるのである。そうしたコンピューターには次のような機能が必要である。まず第1に，演算

機能と言われるもので，それは演奏の記録，再成，編集，処理等の機能である。第2に処理さ

れたデーター（ここでは音符）を入出力するための記憶媒体装置であり，これはフロッピーデ

ィスクやカセットテープなどが用いられる。第3にプリンター等の記録媒体装置であり，これ

は処理した楽譜を記録して残すためのものである。

　これら3つの機能を充分に生かすためには，現在の技術レベルでは，ピアノの持っている楽

器としての機能に入力，出力の部分を受け持たせ，コンピューターをピアノに直結するような

機構が最も望ましいと考えられる。

皿　コンピューターを内蔵したピアノ自動演奏装置について

　このピアノ自動演奏装置とは，昔からあるオルゴールと同じ原理を使用したものとは異るも

ので，最近の進歩したコンピューターを使って開発されたものである。現在国産では2社より

発売されている。

　このピアノ自動演奏装置は，普通のピアノに取り付けられたもので，自動演奏にもかかわら

ず強弱の差がはっきりと現れ，又，ペダルの機能にもコンピューターが作用するようになって

いる。この装置では，ピアノの鍵盤下部分に取り付けられた2枚のセンサーが，反応する時間

差によって強弱が記録されるようになっている。記録媒体としてはフロッピーディスク，カセ

ットテープが用いられる。

　この記録媒体によって保存された曲は，ピアノの鍵盤の奥部分下に設けられたキーソレノイ

ドを通して，アクションをつきあげることによって再生される仕組になっており，ペダルも全

く同様の原理で作動する。又，記憶されたデータ（曲）を，コンピューターを通して一定音幅

で上げたり下げたりすることによって，曲のテンポを変えることなく任意に移調することがで

きる。更に記憶されたデータ（曲）を，一定比率だけ短くしたり長くしたりすることにより，

曲の高さを変えることなくテンポのみの変更も可能である。又，データは，譜面としてプリン

トアウトすることも出来る。
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ピアノ自動演奏装置および処理システムの概念図

CPU 　　　記録媒体

ピアノ

　プリンター

　　　　　○

⇔［三］⇔回

CPU 記録媒体

IV　ピアノ自動演奏装置の活用について

　この様なピアノ自動演奏装置を，ピアノ学習の補助的な手段として活用する方法としては，

次のようなことが考えられる。

　1．初歩的な練習
　鍵盤が自動的に打鍵されることによって，自分で打鍵すべき鍵盤が目で確かめられ，それを

楽譜と一致させることによって，打鍵せねばならない鍵盤を捜す必要がない。従って，今まで

に全くピアノに触れたことのない初心者の，初期段階における抵抗感を容易に取り除くことが

できる。

　次に，ピアノ自動演奏装置に単旋律を記憶させ，それを自動演奏させながらそれと一緒に練

習する。又は，伴奏サイドを自動演奏させ，その伴奏に合わせて旋律サイドを練習する。又，

この反対の方法で練習することも可能である。その場合に，先に述べたテンポの変更装置を作

動させることにより，初めは遅いテンポで練習することが可能である。このシステムを使うこ

とにより，遅いテンポから速いテンポへという練習方法が容易に，しかも確実に実行されるこ

とになり，急速な進歩が期待される。

　又，自動演奏された音に合わせて歌う学習方法にも様々な可能性が考えられる。例えば，移

調が可能な為，声域的に不可能な場合にも活用出来る。

　2．ピアノ連弾への応用

　この応用例は，初歩的段階から活用できるものである。まず片方のパートを記憶させておき，

それを再生しながらもう一方のパートを演奏するという方法である。これは一人でアンサンブ

ルを充分に楽しむことができ，高度な連弾曲の練習にも活用できる方法である。

　又，同じピッチのピアノが2台の為のピアノ曲や，協奏曲の練習や楽しみにも活用できる。

この場合，曲の初めなどにおいて合図が不可能な為，同時に弾き始める点など多少難しい面も

あるが，何らかの合図を工夫する事によって解決されるであろう。

3．譜面による指導

ピアノ自動演奏装置にコンピューターを付加することにより，演奏した曲を譜面としてプリ
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ントアウトできる機能を活用して，より効果的な方法が考えられる。

　たとえば，ミスタッチやリズムの乱れなどが，そのままプリントアウトされた譜面に残って

いるので，指導の際に視覚的にも確認できるため，口頭での指摘より以上に教育的効果があが

るものと考えられる。特に，ミスタッチしやすい運指などの技術的な面における指導に効果が

ある。

　しかし，現状におけるピアノ自動演奏装置では，プリントアウトされた楽譜に小節線が入ら

ない，譜割りが合わない，といった問題点がある。これらの点は近い将来において解決される

であろう。

譜例1

　オリジナルの譜面

　　　　　　Larσhetto　J．116
　　　　　　　9

，・i

恥 帝『恥

② ②

譜例2

　ピアニストの演奏に基づくプリントアウトされた譜面

　　　　　」＝日6　　　　　　卜JOC　TURNES　OP．9　NO，ゴ

’
一③一

一①一一」

②

一④
●

■

②
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　次にプリントアウトされた楽譜と，オリジナルの楽譜との相違をどのように判断するかとい

う問題がある。つまりデータをどのように読みとるかということである。見方として大きく2

っに分けることができる。

　その一つは，充分に練習をつんだ学習者やプロの奏者の演奏したデータの場合である。そこ

では，オリジナルの譜面との差によって，奏者の芸術性が何らかの形で現われているものとし

て見ることができる。参考までにオリジナルの譜面とあるピアニスト注1）の演奏に基づくプリ

ントアウトされた譜面を比較してみる。曲はショパン作曲ノクターンOp．9－1である。

　①や④の様な形においては，リズム的に全く自由に弾かれているが，それは感情の表現の結

　　果である。

　②伴奏の弾き方として，分散和音のフレーズにおける最後の音は軽く短く弾くとされている

　　が，ここでもそのような弾き方になつている。

　③4分音符を少し急ぎ気味に弾くことによって，よりcrec．の効果があげられている。

　もう一つは，練習過程の学習者の場合である。オリジナルの譜面と初歩の学習者によるプリ

ントアウトされた譜面との間に現われた差は技術的な未熟さ，欠点を現わしているものが多い

と考えられる。

　譜例3は，クレメンティ作曲「ソナチネ」のオリジナルの譜面である。

譜例4より譜例7までは，初歩の学習者の演奏により，プリントアウトされたものである。

譜例3

Allegro
Clementi，　Op．36．　No．1．
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譜例4‖4

@　　　①　① ①① 「一②一

③

④ ④

①同じスタカートによる2つの」の長さが違う。この場合4拍目の方が長いと音楽の流れと

　して重く感じられるので，同じ長さに弾くことが理想であるが，そうでなければ4拍目が

　短い方がまだ良い。

②♪に付点が付いており，裏拍が長くなってしまうという初歩的な欠点がはっきりとあらわ

　れている。

　特に③の箇所の付点は，右手の1指，4指における指使いのもたつきによるものである。

④低音部の長さが違っている。

譜例5 ②

一
　②
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①のフレーズが同じリズム，同じ音の長さで弾かれている点は良い。

②スタカートのっいた2つの」の奏法が，譜例4の①と同じ問題点を示している。

譜例6 ②　③

④

「

◆

①♪が」で弾かれている。

②♪に付点が付いてしまったのは，右5指の力が弱いためであろう。

③完全にリズムの乱れが現われている。この学習者の場合，特に右1指，5指が弱いものと

　思われる。

④左1指のあげる指きが遅いことによって，♪に付点が付いたものと思われる。

H

譜例7 ①

r
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①4名中で1番正確に弾かれている。この箇所において高音部が低音部より早目に打鍵され

　ているのは，メロディーがいく分先に現れているとみられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次に，ヘラー作曲「トランペット吹き」の曲についてプリントアウトしたところ，ハから上

の音はすべてト音記号上に記譜されてしまうので，外見上は全く異った楽譜となっている。こ

の種の問題も，いずれ改良されていくものと思われる。

譜例8はオリジナルの譜面である。

譜例9より譜例14までは，初歩の学生の演奏によりプリントアウトされたものである。いつれ

も3節目からプリントアウトされている。

譜例8

12トランペット吹き
Allegro活発に速く
田 5

ヘ　ラ　ー作曲

譜例9
① ①

②
■
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①スタカートがっいている2っの」の長さが異っている。4拍目が長くなってしまったのは，

　次の音が隣のためであろう。スタカートのついた音などが，次にくる音との関係が原因と

　なって，長さが統一されないということがしばしば起るが，注意しなければならない。

②このようなリズムの乱れは，同じ指を続けて使った場合に多く見られる。同じ指を2度続

　けて使用しないという原則に注意させなければならない。

③譜割り上，音符と付符の計算が合わないが，この点においては学習者のミスではない。

④一種のつまりによって♪が」になつている。

⑤」が♪になってしまい短すぎる。フレーズの最後の音についてはスタカートと同じ取り扱

　いをする曲，せめて♪位の長さは欲しい。

⑥左へ拍のおさえかたが弱いため，早く音が消えてしまっている。

譜例10
②

③

①スタカートの長さはそろっているが，2つ目のrが出遅れている。

②同じ音が続くと一般にあわてる傾向があるが，ここにもその例があげられている。

③前者の場合と同様に，フレーズの最後の音が短かすぎる。以下すべてこの傾向にある。

譜例111　　　　　　　　呂

一②
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①この学習者の場合も急ぐ傾向にあるが，さらに休符が入ってしまっている。これは，次に

　弾く音の準備が充分にできていなかったためであろう。

②バス音が弾かれていない。これは左手の5指が弱いため，充分に打鍵されていなかったた

　めである。

③譜例10の学習者の場合もそうであったが，中声部のF音が弾かれてない。

④音の長さに対する感覚が不充分なため，低音部のみ♪で弾かれている。

譜例12

①
②

①高音部のメロディー音が遅れている。

②6名の学習者の中では，オリジナルの音符の長さに1番近く弾かれている。

③この学習者の場合もF音が弾かれてない。

④オリジナルではGCEであるが，　GHFと弾き間違えている。

譜例133

① ①
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①メロディー音が，どちらも早く打鍵されている。これは左手の和音が少し遅れているため

　であろう。

②やはりF音が弾かれておらず，和音も不ぞろいである・

①

③

①スタカートの長さが同じに弾かれている。又，スタカートとはその音の半分の長さで弾く，

　と一応定義づけられている解釈からすると適当な長さである。

②伴奏がずれている。

③伴奏がメロディーよりも短く弾かれている。この事はメロディーを強調させるためにも，

　又，音楽の流れを重くしないためにも必要である。

　以上の様にオリジナルの譜面と学習者が演奏したものをプリントアウトした譜面とを比較し

てみたのであるが，’全体的には次のようにまとめられるであろう。

まず音高，リズム，指定された音符の長さ等の間違いは簡単に見つけることができ，そのこと

によって初歩的なテクニックの学習が容易になる。さらにフレーズの最後の音の処理の仕方，

スタカートの弾き方，伴奏部分における音符の長さの不正確さなど，より高度なテクニックの

学習も容易になる。この点については個々人の持つ音楽性，曲のイメージ，速さなどでも変わ
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ってくるが，これまでは極めて抽象的な指導しかできなかった面が，

うになったのである。

より具体的に扱われるよ

V　終　り　に

　この小論では，コンピューターを内蔵したピアノ自動演奏装置を用いることにより，種々の

指導効果を期待することができるようになったことを示してきた。

　今後更に，活用事例データの集積と分析を行い，学習者の能力に応じた指導要点の抽出と，

それを改善するための技術的解析方法とを体系的に整理する予定である。将来的には，教育シ

ステムとしての活用を考えていきたい。

　今回の方法の特色は，実際の鍵盤楽器（ピアノ）に入出力部を分担させていることにある。

これにより，現在の技術レベルでエレクトロニクス的に最も難しいとされている課題すなわ

ち実際の楽器の音色に近い音を入出力するという課題を何となく解決することができ，電子音

に対するアレルギー反応を完全にとり除くことができるとともに，実際の教育楽器（ピアノ）

とマイクロコンピューターの結合が，異和感なくなされている。

生の楽器による音が使われているという点は，鑑賞指導においても多大の効果を発揮すること

になるであろう。たとえばレコード鑑賞の場合のように，スピーカーの振動音を聴くのではな

く，名演奏家の音楽を，実際のピアノで鑑賞することができるのである。実際音が聴こえると

いうこの方法の場合は，聴覚だけに依存するレコードの場合と比べて，学習者の受ける刺激の

大きさは，かなり異ってくる。

　マイクロエレクトロニクスの進歩は，ハード及びソフトとも今後ますます進歩するものと考

えられ，音楽分野においてもデータの数値的な処理によるアナリーゼや和声，対位法，作風，

さらには演奏者による音楽性の解析等の“音楽の解析“領域における幅広い活用が見込まれて

いる。

　今回の試みに教育的活動のみに留まらず“音楽の解析“にも活用を広げてゆく予定である。

　尚，この小論の一部は昭和59年5月18日，日本教育大学協会第二部会音楽部門全国大会第4

分科会において発表したものである。

　注1）宮沢　明子




